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次号予告　　64 巻　9号 ヘッドライン　：　化学リテラシーを身につける

　平成 24 年から高等学校の化学は新課程となり，化学反応とエネルギーの単元で
新たに化学反応における光の発生や吸収についても触れることになっている。よく
知られた発光には，ホタルやウミホタルによる生物発光や，血液の検出に使われる
ルミノール発光などがある。また，シュウ酸エステルを使ったケミカルライトなど
はコンサートで使われている。発光現象は興味深い化学変化であり，簡単にできる
実験を紹介していただくとともに発光のしくみを解説いただく。

ヘッドラインテーマ：生物発光と化学発光

　「AD ALTIORA SEMPER」（つねに，より高きものをめざして）を理念に掲げ
る千葉大学では，「生涯学び続ける基礎的な能力」，「知識活用能力」を持つ『考え
る学生』を育成するために，図書館機能の高度化を図り，2012 年 3 月に学習環境
とコンテンツ提供環境を 1つにまとめたアカデミック・リンク・センターが設立さ
れました。アクティブ・ラーニング・スペース，コンテンツ・ラボ，ティーチン
グ・ハブの 3つの機能を備え，学生が自由に学べる場としての役割を果たしていま
す。

表紙の言葉　千葉大学アカデミック・リンク・センター


